
━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━  

■  IICLO MAGAZINE NO.114-------------------------------- 2020/2/20 

    ★★★  大阪国際児童文学 振興財 団  メールマガジン  ★★★  

-------------------------------------------------------------------- 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━  

入 試 も い よ い よ 終 盤 を 迎 え ま す 。 例 年 以 上 に 体 調 管 理 に 気 を 付 け な け れ ば な

らない昨今で はあり ますが、春は もうす ぐそこまで来 ていま す。  
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【１】お知ら せ  
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●「第 36 回  日産  童話と絵本のグ ランプ リ」表彰式・特別講 演 会  参加募集  

「日産  童話と絵本 の グランプリ 」（ 1984 年に創設された アマチ ュア作家を対

象 と し た 創 作 童 話 と 絵 本 の コ ン テ ス ト ） の 表 彰 式 お よ び 特 別 講 演 会 を 今 回 初

めて一般公開 します 。  

日  時：令和 ２年３ 月７日（土）  午後 １時 40 分～３時 40 分  

会  場：大阪 府立中 央図書館  ライティ ホ ール  （東大 阪市荒 本北）  

内  容：  

 ◎表彰式  

 ◎特別講演 「「子 ど もの本」って なんだ ろう？  

－童話・絵本 のつく り手を目指す みなさ んへ－」  

講  師：富安 陽子さ ん（童話作家 、グラ ンプリ審査員 ）  

定  員： 100 名（申込先着順）   対  象 ：中学生以上   料  金：無料  

主  催：一般 財団法 人  大阪国際児童文 学 振興財団  

協  賛：日産 自動車 株式会社  

お申し込み、 詳細は  ↓  

http://www.iiclo.or.jp/07_com-

con/02_nissan/index.html#36shikikoenkaisanka 

 

●「日産  童話と絵 本 のグランプリ 」受賞 作品原画展  開催中  

平成 30 年度に開催 し た「第 35 回  日産  童話と絵本のグ ランプ リ」の絵本の

部入賞作品の 原画展 を開催してい ます。  

場  所：大阪 府立中 央図書館  国際児童 文 学館  展示コ ーナー  

期  間：開催 中～３ 月８日（日）  施設 の開館日時に ご覧い ただけます。  

※  ３月 10 日（火） ～ 22 日（日）は 、第 36 回の入賞作品 を展 示します。  

詳細は  ↓  

http://www.iiclo.or.jp/07_com-con/02_nissan/index.html#36tenji 

 



●  寄付金を募集し て います  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ます。寄付金は、当 財 団が行う講座・講 演会 など、さまざまな 事業 経費に充て

させていただ きます 。ぜひ、ご協 力いた だきますよう お願い します。  

お申し込み、 詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation.html 

 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 
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【２】コラム  
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***************************************************************** 

《１》  この本読ん だ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk 

***************************************************************** 

『明日をさが す旅  故郷を追われ た子ど もたち』 アラン・グ ラッツ /作  さ

くまゆみこ /訳  福音 館書店  2019 年 11 月  対象年齢： 小学校 高学年以上  

 

あらすじ： 1938 年ドイツ、ベルリ ンから ナチスの台頭 のため に逃げること に

なったユダヤ 人のヨ ーゼフ、 1994 年キューバからボー トでア メリカに逃亡

しようとする イサベ ル、 2015 年シリアの アレッポから ドイツ を目指して逃

げようとする マフム ードの 12 歳の 3 人と 彼らの家族の 様子を 描いた作品 。

3 人とも何度も命の危 険にさらされ ながら 、海や陸を旅 する。  

 

Ｔ ： 時 代 も 国 籍 も 宗 教 も 違 う ３ 人 の 子 ど も た ち が 生 ま れ た 国 を 出 て 行 き 新 し

い 場 所 を 探 す と い う ３ つ の 物 語 が 同 時 進 行 で 語 ら れ て い く 手 法 が ユ ニ ー ク

な作品でした 。  

Ｙ：章の終わりが危 機 一髪というと ころで 終わって、恐怖を感 じ ると同時に、

「あーどうな るんだ ろう」と心配に なる。次の２つの章 は、他の 主人公の物

語 に な っ て い ま す が 、 そ の 間 恐 怖 と 心 配 し て い る 気 持 が 持 続 し て い て 、 主

人 公 た ち が 危 機 の 連 続 の 中 に 生 き て い る と い う こ と が 強 く 感 じ ら れ ま し た 。 

Ｔ：私は、一 人の主人 公の物語が続 くとあ まりにつらす ぎるの で、章の切り 替

わりで何とか 一休み できるように も思い ました。  

  そして、読んで い るうちに、３つの物 語 の共通点が見 えてく ると同時に、

３つがいかに リンク するのかを考 えてい くことになり ます。  

Ｙ ： イ サ ベ ル の お じ い ち ゃ ん の 名 字 が ヨ ー ゼ フ の 物 語 の 中 で 出 て き た 時 に 関

わ り に 気 づ く 読 者 も い る と 思 い ま す 。 全 て が 明 ら か に な る の は 結 末 に 近 い

のですが、リ アルか つ満足感のあ る終わ り方でした。  

Ｔ：日本の多 くの子ど もにとって、難民の問 題は身近とは 言えま せんが、主人

公 た ち の 死 に 直 面 し た 冒 険 を 読 み な が ら 、 歴 史 や 戦 争 、 人 種 差 別 や 宗 教 の

違 い や 難 民 に つ い て も 知 っ た り 考 え た り す る こ と が で き る よ う に な っ て い

ると思います 。  

Ｙ ： 極 限 状 態 に あ る と い う 意 味 で は 、 多 く の 日 本 の 子 ど も た ち と は か い 離 し

て い ま す が 、 親 を 客 観 的 に 見 ざ る を 得 な い よ う な 状 況 や 、「 大 人 と は 何 か 」

ということを 模索す る様子には共 通点が あると思いま した。  

Ｔ：そういう 場面は数 多くありまし たね。中 でも特に、ヨ ーゼフが 心を病んだ

父をひっぱた き、そ のことを後か ら後悔 する場面は強 く心に 残りました。  

Ｙ：原題は Refugee（難民）で 、実際に起 き た事件や人物 を織り 交ぜながら書

かれています 。  

Ｔ ： 翻 訳 は 、 作 中 の 「 明 日 」 と い う キ ー ワ ー ド を 使 っ て 読 者 に 主 人 公 た ち の

「明日」を想 像させ るタイトルに なって いると思いま した。  



 

＊今回のゲス トは当 財団の宮川健 郎理事 長（Ｔ）です 。  

 

***************************************************************** 

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 54 回「ざしき童 子 のはなし」  

 大人の前に 現れた 土地の精霊  

 

ざ し き 童 子 は 、 東 北 地 方 に 伝 承 さ れ る 精 霊 的 存 在 で 、 旧 家 の 座 敷 や 蔵 に 棲 む

と 言 わ れ る 幼 童 で す 。 存 在 が 、 家 の 盛 衰 に 関 わ る こ と か ら 守 護 神 と し て も 知

られ、柳田 國男『遠 野 物語』をは じめとして 、東北の民 話・伝説 に 登場してき

ました。さまざま な 呼び名がある なか、「 ザシキワラシ」が 有 名ですが、賢治

は「ザシキボ ッコ」 と読ませてい ます。  

 

物語は〈ぼくらの 方 の、ざしき童子の は なしです。〉と書き起 こされ、短い４

つの話が収め られて います。  

 

大 人 た ち が み ん な 働 き に 出 て 誰 も い な い 昼 間 、 庭 で 子 ど も が 二 人 遊 ん で い る

と、大きな 家のどこか の座敷で〈 ざわっざわ っと箒の音 〉がします 。でも、ど

の座敷にも誰 もいな かった、とい うのが 第１話。 10 人の子ど もたちが手を つ

な ぎ 、 囃 子 こ と ば を 唱 え な が ら 座 敷 で ぐ る ぐ る 回 っ て 遊 ん で い る と 、 い つ の

間にか 11 人になって いる（でも〈ひとり も 知らない顔が なく、ひとりもおん

なじ顔がな〉い）と い う第２話。第３話 では 、仲間はずれにさ れる 病気の子と

ざしき童子を 重ね合 わせ、最後の 第４話で は〈紋付を着 て刀をさ し、袴をはい

たきれいな子 供〉の ざしき童子が眼に見える形で登場します。  

 

ところで、上 記４つ の物語の配列 につい て、〈ただ 並んでい る だけではない〉

としたのは天 沢退二 郎です（新潮文 庫『注 文の多い料理 店』解説 ）。〈「不可 視」

の姿をしたざ しき童 子〉が、夢か どうか不 鮮明であると しなが らも、最終的 に

そ の 姿 を く っ き り と 現 し て い く プ ロ セ ス に 着 眼 し ま し た 。 加 え て 、 渡 し 守 と

いう「大人によって」語られた最終 話でよ うやくざしき 童子が 現出する点は 、

これまでも指 摘され てきています が（中 野隆之）、子ども には 明瞭に姿を見 せ

なかった童子 が、大 人の前でのみ 登場す るのはなぜな のでし ょう。  

 

柳田の『妖怪談義』に は、遠野の小学校 に童 子が現れ、小さな 子ど もには姿が

見えたのに、他の 大き な子どもや大 人には 見えなかった という 話があります 。

「ひかりの素 足」や「 風の又三郎 」に通底 す るものであり 、小さ な 子は精霊・

神 を 感 じ 、 そ れ 以 外 は 確 認 で き な い と い う 構 図 は 賢 治 童 話 に は し ば し ば 見 ら

れ る も の で す 。 本 作 が こ う し た 構 図 を 踏 襲 せ ず 、 敢 え て 大 人 に の み 姿 を 見 せ

る精霊を描い たのは 、〈ぼくらの方の、ざし き童子〉と前置 きして いるように、

土 地 に 伝 承 さ れ る 物 語 の 枠 組 み を 重 視 し た か ら か 、 あ る い は 他 に 賢 治 の 精 霊

に関する考え があっ たのか、さら なる検 討が必要と思 われま す。 (ペ吉）  

 

（本文の引用 は、新 潮文庫版『注 文の多 い料理店』に よりま した。）  

 

***************************************************************** 

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ８  

***************************************************************** 

 



ブタヤマさん が  

「じゃあ、ク ジラが  きみをたべ たら  どうなる？」 と  き きました。  

キャベツくん が  

「こうなる！ 」と  いいました。  

「ブキャ！」  

（『キャベ ツくん』 長 新太 /作  文研出版  1980 年９月）  

 

１月 19 日は阪神淡 路 大震災から 25 年を迎 え、３月 11 日は東日本大震災から

９年になりま す。 1995 年当時、私は財 団の 有志とともに 、体育 館などの避難

所 で 生 活 し て い る 子 ど も た ち に 絵 本 や お は な し を 届 け る ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を

行っていまし た。  

 

読んだ本の中 で、最も 記憶に残って いるの が『キャベツくん』で す。西宮市立

中 央 体 育 館 で は 、 段 ボ ー ル の 仕 切 り が ひ し め き 合 い 、 中 に 入 る と プ ラ イ バ シ

ー の な い 中 で 何 と か プ ラ イ バ シ ー を 保 と う と い う 緊 張 し た 雰 囲 気 が 漂 っ て い

ました。子ど もたちは 、大声を上げ ることが できず、狭い 空間で家 族と過ごし

ています。  

 

私たちは人々 が暮ら している中を「おは なし会をはじ めまー す」「 絵本を読み

ます」と呼び込み をし て、目の合った子 ども を誘いながら、2 階の観客席に集

まりました。  

 

子 ど も た ち は 時 間 を も て あ ま し て い た の で 、 ど ん な お は な し や 絵 本 も 熱 心 に

聞いてくれま したが 、『キャベツくん』の「 ブキャ！」を読んだ とたんに、体

育 館 中 に 響 く よ う な 、 は じ け る 笑 い 声 が 聞 こ え た 時 の こ と は 鮮 明 に 覚 え て い

ます。お互い の迷惑に なるからと、笑い声す らあげられな い状況 の中で、子ど

もたちはこの 時とば かり、笑ったので す 。そして、「じゃ あ、ヘビが  きみ を  

たべたら  ど うなる んだ？」「ノミが  き みをたべたら 、どう なるの？」と繰

り返すごとに 、次の展 開を待ってい るよう になり、その 次には、読む前から笑

い始めて、私も思わ ず笑ってしま いまし た。『キ ャベツく ん』の持つ絵と言 葉

の力に改めて 気づか された時間で した。  

 

日 常 と 異 な る 色 と 風 景 の 中 に 奇 想 天 外 な 出 来 事 が 繰 返 し 起 こ る 。 そ の 不 思 議

な 出 来 事 は 、 キ ャ ベ ツ く ん を 食 べ た い ブ タ ヤ マ さ ん と 、 ブ タ ヤ マ さ ん に 食 べ

ら れ た く な い キ ャ ベ ツ く ん の 会 話 に よ っ て 起 こ る 。 食 べ る 側 、 つ ま り 強 い は

ず の ブ タ ヤ マ さ ん が 、 キ ャ ベ ツ く ん の 発 言 と 空 に 浮 か ぶ イ メ ー ジ に お ど ろ か

されて「ブキャ！」と ぶっ倒れる。そし て、そんなブタヤ マさん をキャベツく

んはかわいそ うに思 う。  

 

厳しい毎日の 中で、非 日常を求め、空想を大 切にし、大人 をはじめ とする権威

のあるものを「ブ キャ ！」と言わせて同 情す るという『キャベ ツく ん』の世界

はまさに、避 難所の 子どもたちが 求めて いるものだっ たので した。（Ｙ ）  

 

***************************************************************** 

《４》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

美術館「えき」ＫＹ Ｏ ＴＯで、３月２日 まで 開催されてい る「アニ メ化３０周

年 記 念 企 画  ち び ま る 子 ち ゃ ん 展 」 に 行 っ て き ま し た 。「 ち び ま る 子 ち ゃ ん 」

は 、 一 昨 年 に 亡 く な っ た さ く ら も も こ さ ん が 、 少 女 マ ン ガ 雑 誌 「 り ぼ ん 」 で

1986 年から連載して いた、自身の 少女時 代をモデルに 描いた マンガが原作 で



す。この展 覧会では 、テレビアニメ 化され た 1990 年から現在 ま での、アニメ

ーションの制 作過程 の資料やセル 画、スケ ッチ画、絵コンテ、映 像など約 350

点が、年代を 大きく ６つに区切っ て展示 されています 。  

 

「 お ど る ポ ン ポ コ リ ン 」「 ア ラ ラ の 呪 文 」 な ど の テ ー マ ソ ン グ が 聞 こ え る 中 、

た く さ ん の カ ラ フ ル な セ ル 画 を 見 て い る と 楽 し く な っ て き ま す 。 セ ル 画 や 設

定画には、テ レビの第 何話で、どん なお話の 場面か解説が 付され ています。解

説 に は ア ニ メ ー シ ョ ン の 手 法 や 工 夫 な ど が 書 か れ て い る も の も あ り ま し た 。

例 え ば 、 ま る 子 の 友 だ ち の 藤 木 君 が シ ョ ッ ク を 受 け る 場 面 は 縦 に 長 い セ ル 画

で 、 流 れ る よ う に 線 が 描 か れ た 背 景 を 下 か ら 上 に 動 か し な が ら 撮 影 し て い た

り、サッカー ゴールの 場面では、背 景の地面 も動画にする ことで、シュートさ

れるボールに 躍動感 をもたせたり してい ました。  

 

テ レ ビ や 映 画 用 の 脚 本 や プ ロ ッ ト 、 キ ャ ラ ク タ ー の 設 定 画 な ど 、 さ く ら も も

こ 直 筆 の 資 料 も た く さ ん あ っ て 、 ア ニ メ ー シ ョ ン に 原 作 者 が こ ん な に 関 わ っ

ているのだな と、自 作への深い思 い入れ を感じました 。  

 

テ レ ビ で 放 映 が 始 ま っ た 頃 に は す で に 大 人 に な っ て い て 、 毎 週 欠 か さ ず 見 る

と い う こ と は あ り ま せ ん で し た が 、 ち び ま る 子 ち ゃ ん の 世 界 は 自 分 の 子 ど も

時 代 と も 重 な っ て い ま す 。 さ く ら も も こ の 観 察 眼 に 改 め て 天 才 的 な も の を 感

じました。（Ｋ）  

 

アニメ化３０ 周年記 念企画  ちび まる子 ちゃん展  

http://kyoto.wjr-isetan.co.jp/museum/exhibition_2003.html 

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●  資料展示「世 界の 子どもの本展  － IBBY（国際児童図書 評議 会）がすすめ

る世界の児童 書  国 際アンデルセ ン賞と IBBY オナーリスト 2018－」  

「国際アンデ ルセン 賞」受賞作家の本、お よび国際児童 図書評 議会（ IBBY）が

61 の国と地域か ら選 んだ「 IBBY オナーリ スト」の本 、50 言語、約 200 冊の本

を展示します 。  

会  期：２月 22 日（ 土）～３月８ 日（日 ）   午前９時～午 後 ５時  

会  場：大阪 府立中 央図書館  こ ども資 料室、国際児 童文学 館  

休館日：２月 25 日（ 火）、３月 ２日（月 ）  

主  催：一般 社団法 人  日本国際児童図 書 評議会（ JBBY）  

協  力：大阪 府立中 央図書館  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座・講演会、展示 会、公募 情報について

は、こちらか らご覧 ください。↓ ↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で紹介しました『明日 をさがす旅』を

１名の方にプ レゼン トします。ご希 望の方 は、メールで件 名「メ ルマガ  NO.114

プレゼント希 望」と し、 (1)お名前  (2)郵便番号・住 所  (3)電話番号  (4)メー



ル ア ド レ ス 、 よ ろ し け れ ば  (5) こ の メ ル マ ガ の ご 感 想 を お 書 き の う え  

office@iiclo.or.jp にお送りくだ さい。  

締切は３月 10 日 (火 )、当選発表は 発送を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

例年より早い 梅の便 りに、花見で 一献を 頭に描きなが ら手近 な梅林へ繰り 出

してみました 。ご同 輩の方々ばか りと思 いきや、若い ファミ リーの多さに 少

しびっくり。 様々な 休日の過ごし 方があ る中で、季節 感あふ れる自然や植 物

とのふれあい を求め る思いは、世 代を超 えて共有され ている とあらためて 気

づきました。 （ＴＡ ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html パソコン からどうぞ  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  


